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HPEは Everything as a service化の目標を達成

HPE Discover 2019:

「2022年末までに、全てをサービスで提供する

“Everything as a service”企業になる」ことを約束

HPE Discover 2022:

「HPE GreenLakeによりその目標を達成した」ことを宣言

Antonio Neri, CEO
Hewlett Packard Enterprise

HPE GreenLake進化の旅路は第2章へ 2



新たなサービスの位置づけ

全てas a serviceで提供
一部の製品・サービスだけを

as a serviceで提供

どちらもHPE GreenLake

HW / SW / 構築 / 保守 / 運用

まるっとHPEにお任せ

ハードウェア、ソフトウェア、
保守の売り切り

Managed by Customer
お客様によるセルフマネージ

Managed for Customer

New!
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新しいサーバー管理が求められている背景

多様化するサーバーの利用方法と環境
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データセンター エッジ環境中堅・中小企業

サーバーの管理・監視に対するニーズが多様化

大量のサーバーリソースを
効率的に管理できていない

専任のサーバー管理者がいない
管理サーバーを用意できない

様々な場所に分散した
サーバーの管理に苦労している

店舗

工場

支店
IoT

5G vRAN



サーバー管理のエクスぺリエンスをas a serviceとして進化させる

クラウドベース

メンテナンスフリー

HPE GreenLake for 

Compute Ops Management

どこでも一元管理
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あらゆる場所にあるオンプレミスのサーバーを一元管理

HPE GreenLake for Compute Ops Management の特長

・サーバーの設置場所は問わない

• リモートサイト
• エッジシステム
• データセンター

6

サーバーがどこにあっても・管理者がどこにいても管理が可能

・ブラウザさえあればアクセス可能



HPE GreenLake for Compute Ops Management の特長

「管理のための管理」からの解放

管理サーバーは不要
意識せず新機能が即時に実装

サーバー管理のために
管理サーバーの購入・構築・運用が必要

従来の一般的なサーバー管理
HPE GreenLake for

Compute Ops Management

クラウドからサーバーを管理管理サーバー

(お客様が構築)

お客様環境

お客様環境
New

管理サーバーをメンテナンスフリー化
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導入から運用、監視までサーバーのライフサイクルをクラウドから一貫して管理
HPE GreenLake for Compute Ops Management

APIによる自動化

他社製品との連携※

ハードウェアの設定
OSのインストール※※

セキュアに接続

プロアクティブな

ファームウェアアップデート

障害メール通知

障害自動通報※

継続的な監視

AIを利用した分析※※

世界中の機器を

一元管理

緑: 実装済み

※近日中に実装予定

※※将来的に実装予定
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HPE GreenLake for Compute Ops Management の活用シーン

従来のデータセンター環境だけでなく
エッジや中堅・中小企業におけるサーバー管理の課題も解決

金融 窓口店舗、保険の営業所
通信 基地局、局舎
流通 小売業の店舗、流通倉庫
製造 工場
ヘルスケア 病院、クリニック
サービスプロバイダー 大規模環境
中堅・中小企業 管理者 / スキル不足の環境
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拠点に分散したサーバーを一元管理、ダウンタイムの大幅な低減、ワークライフバランスの改善にも貢献
実際の活用事例

約100箇所に分散するオフィスサーバーを統合管理

夜間のサーバー更新を

4時間→45分
へとスピードアップ

Kimley-Horn様
(米大手SIer)

インターコンチネンタル
ホテルズグループ様

17のホテルブランドを所有、世界で約6,000のホテルを展開(世界最大の部屋数)

現在150軒のホテルで

活用中(順次導入中)

世界各地に設置されたホテルのサーバーを統合管理
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HPE GreenLake for Compute Ops Management の提供形態

Enhanced TierStandard Tier

契約単位: 物理サーバー単位、最低契約期間は1年

支払間隔: 一括、1か月、3か月、1年から選択可能

・90日間無償でご利用頂ける評価版サブスクリプションも提供

お申込みURL: https://www.hpe.com/us/en/compute/management-software.html

中小規模のシステム向け
基本的なデバイス管理機能

大規模や分散化されたシステム向け
高度な管理機能

-他社製品との連携、APIによる自動化

2種類のサブスクリプションをご用意: 
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https://www.hpe.com/us/en/compute/management-software.html


評価サブスクリプションを提供
HPE GreenLake for Compute Ops Management

無償でご利用可能な評価版のサブスクリプションを提供しております
サーバー10台まで、90日間評価が可能です

以下URLからリクエストをお願いします
https://www.hpe.com/us/en/compute/management-software.html

主な利用条件
対応機種はProLiant DL/ML Gen10以降となります

iLO 5をインターネット経由でHPEに接続いただきます
(もちろんプロキシ経由での接続にも対応しております)

ドキュメント
Getting Started Guide

Security Guide
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https://www.hpe.com/us/en/compute/management-software.html
https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=sd00001293en_us
https://www.hpe.com/psnow/doc/a50004539enw


まとめ

オンプレミス機器をクラウドから管理する時代へ

「管理のための管理」からの解放

HPE GreenLake for

Compute Ops Management

どこでも一元管理

メンテナンスフリー
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Thank you


